カクリツ ブンプ ノ イチヨウ ゼンキン セイキホウ ニ ツイテ by アキモト, ヨシヒサ & 秋本, 義久
Osaka University
















秋 本 義 久
博 士(理 学)
第 1 2 7 3 0 ?Eコ3「
平成 8 年 10 月 29 日
学位規則第 4 条第 2 項該当


























2 つの確率変数列 Xn と Yn の，確率分布の意味での漸近的同値性には通常法則収束(弱収束)が用いられるが，
SUpIP(XnEE) -P(Y nEE)1• 0, n →∞で定義される一様漸近同値性はより強い概念であり，これが示されれば統計量
Xn をその分布がよく知られている Yn で近似するとき，より安心して用いることができる。ここで sup はボレル集合
族の元 E でとられる。しかしながら，個別の確率分布で一様漸近同値性を示すことは，特に多変量の場合には，これ
まであまり成功していなかった。多くの統計量の近似分布として正規分布は最も重要である。本論文は統計解析で多





上の結果を用いて Wishart 分布の一様漸近正規性を証明した。 p 変量正規分布からの大きさ N の無作為標本に基づ
く標本分散共分散行列の分布が Wishart 分布であり，多変量解析で重要な役割を果たしている。 N →∞のとき Wi­
shart 分布が正規分布に法則収束することはよく知られているが収束が一様であることは初めて示され，また条件も
が/N → O と緩い。一様漸近同値性における sup の評価には Kullback-Leibler 情報量を用い，その誤差評価式も与えら
れ， p3/N → O が漸近同値性のためには限界であることを示した。
次に Dirichlet 分布の一様漸近正規性を証明した。 Dirichlet 分布も多変量解析で重要な役割を果たしている。分布の
パラメータを (α1 ， α2，…， α'k+1 )とするとき条件は k に関しては固定されても発散してもよく， α に関しては minαi
→∞で与えられることを示し，近似誤差の評価式および数値評価を与えた。
以上のように，一様漸近同値性の基本的な性質を調べ，多変量解析で重要な 2 つの分布 Wishart 分布および Dirich­
let 分布の一様漸近正規性を証明した本論文は数理統計学の理論とその応用に寄与するものであり，博士(理学)論文
として価値あるものと認定する。
